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学中央雑誌（医中誌 web 版 ver. 5 ）を用い，「精
神 or 精神障害 or 精神疾患」and「ピアサポート






　その結果，「精神 or 精神障害 or 精神疾患」and
「ピアサポート or ピアサポーター」にて22件が検
出された，「精神 or 精神障害」and「ピアサポー




















2 件（16.7%），2014年は 2 件（16.7%），2015年は












































2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
ピアサポーターの精神障がい者に対する働きかけと影響に関する研究 ‐ ‐ 1 ‐ 1 ‐ 1 ‐
ピアサポーターの看護教育参加と影響に関する研究 ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ 2 ‐
ピアサポーター活動による自身のリカバリーへの影響に関する研究 1 ‐ 1 1 1 1 ‐ ‐
ピアサポーターになる過程に関する研究 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐
表1　研究の年別概要
 















































































































































































Recovery Assessment Scale（ 以 下，RAS）， 日
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